
1群単位の申請方法のコツ
～看護研修認定委員会からのメッセージ～

•本委員会は、日本糖尿病療養指導士認定更新のための第1群看護 
の研修会の申請を受け、審査を行っています。 

•委員会の基本姿勢として、皆様から申請された研修会を、出来るだけ
第1群看護の研修会として、認定していきたいという考え方で審査に臨
んでおります。
•そこで、研修企画をお考えの皆様に企画から申請までの流れをイメージ
しやすいようにお示しいたします。 



研修を企画する際には申請アルゴリズムで確認①

研修会を企画する際には認
定基準の４点を確認ください

認定基準1「看護の内容を主とす
る」とは、看護職による講演や発表
であり看護の内容です。糖尿病に関
連するかどうかは問いません

※ただし、同時に、2群研修として、
CDEJ認定機構に申請する場合、
糖尿病に関連した内容のみが承認
されますので、ご注意ください

実質研修時間の考え方、
認定単位の換算はこちら

主催者研修申請の
詳細はこちら

https://jaden1996.com/organizer/organizer_nursing/


研修を企画する際には申請アルゴリズムで確認②

研修会を企画する際には認
定基準の４点を確認ください

全体の研修時間が90分以上あり、
実質研修時間に応じて取得できる
単位が変わります

認定基準2は、対象者が「院内職
員だけ」などの研修会は認められま
せん
認定審査承認後は学会ホームペー
ジ上に研修会の概要が掲示されま
すので、地域にかかわらず参加希望
者を受け入れられるように、企画して
ください

実質研修時間の考え方、
認定単位の換算はこちら

主催者研修申請の
詳細はこちら

https://jaden1996.com/organizer/organizer_nursing/


「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」基本編

◆プログラムタイトルには回数ま
たは年度を表記します

◆WEB開催の場合はWEB研
修であることの記載をします

◆プログラム上に記載されてい
る演者・座長ほか全ての氏
名・所属・職種を記載します

◆主催団体の代表者がjaden
会員でない場合はプログラム
に企画責任者として会員の
氏名・職種を記載します



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」短時間研修

◆挨拶を抜いた研修時間が
実質研修時間となり、研修
会を承認できる一番短い
時間が90分となります

◆看護1群単位0.5単位が
取得できます

◆  90分の講演全てを看護
職が担当していれば、看護
の時間の割合に注意する
必要がなくなります

最もシンプルなプログラム案



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」3時間以上研修

◆挨拶を抜いた研修時間が実
質研修時間となり、研修時
間が3時間以上で看護1群
単位１単位が取得できます

◆発表者が、「大学教授」
「○○部長」「院長」であって
も職種を記載してください

◆主催者代表が看護職以外
の場合は全体の5割以上、
看護職であれば3割以上に
看護の時間があれば研修全
体を看護の研修と認められ
ます

研修時間3時間以上の
プログラム案



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」グループワーク編

◆看護職が講演を行っている時間
のみが看護の時間と認められ座
長は看護の時間とカウントできま
せん

◆グループワーク・演習などの場合は
進行およびまとめは看護職が実
施し、参加者8名に対し1名以上
の看護職のファシリテータを置きま
す

◆複数の事例提供者がいる場合は、
必ず看護職の事例提供者が必
要であり、他職種のみの事例提
供では看護の時間とカウントされ
ません

◆効果的な学びになるよう、適度に
休憩時間を入れることを推奨しま
す



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」シンポジウム編

◆シンポジウムの場合、各発
表時間を記載します

◆シンポジウムでは、看護職
以外の発表時間は看護の
時間とカウントできません

◆また、全体ディスカッション時
間がある場合は、

全体時間÷発表者人数×看
護職人数＝看護の時間と計
算します



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」サテライト編①

◆サテライト方式の研修会も、
本会場およびサテライト会場
ともに単位取得が可能です

◆サテライト会場には本会場と
の質疑応答ができ、かつ機
器故障時の対応ができる責
任者の配置が必要です

◆機器の故障などで本会場と
の通信が途絶えた場合の措
置として、サテライト会場にお
いて講演を行い研修時間を
担保します。



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」サテライト編②

◆サテライト方式の研修内容に
グループワークを含む場合プロ
グラム上には、本会場・サテラ
イト会場の参加定員と、各会
場のファシリテータを明記しま
す

◆表面に記載できない場合は
裏面を活用します

◆看護職対象の研修会の場
合、質疑応答も看護の時間
と認められます



「プログラム作成時の注意」と「看護の時間の考え方」サテライト編③

◆グループワークを含む場合、
プログラム裏面に各サテライ
ト会場の参加定員と、すべ
てのファシリテータを明記しま
す

◆表面もしくは裏面に、サテラ
イト会場の責任者の役割を
明記します



◆主催者申請の考え方として、
研修を主催する団体は、参
加証に押印するための、団体
名の印鑑を持つ必要がありま
す

◆ 共催申請の考え方として、 
研修を主催する団体は、 7 
つの基準 すべてを満たしてい
る必要があります

◆共催申請は主催者申請に
比べて、共催申請では、 取
得単位が２倍となりより多く
の単位が取得できます

共催研修を企画する際には
申請アルゴリズム（共催申請）を確認

共催研修申請の
詳細はこちら

https://jaden1996.com/organizer/co_organizer_nursing/


研修会企画後は単位申請手続きへ「システムの入力」

日本糖尿病教
育・看護学会
ホームページへ
入ります

ここをクリック



主催申請・共催申請のいずれかをクリック

主催研修と共催研修
では条件や取得でき
る単位数が違います

クリック後に条件が表
示されますので確認く
ださい



認定申請システムにログインします

ここをクリックしてログイン



認定申請システム メニュー画面から
主催研修・共催研修を選択します

ここをクリックして認定
種別を選択する



申請に必要な情報を入力します

必須入力項目

■担当者所属先
■研修会等の名称
■主催団体代表者名
■実施予定日時

■担当者メールアドレス
■主催団体名
■代表者役職



必須入力項目

■実質研修予定時間
■参加人数（概数）
■HPに掲載可能な研修会の問い合わせ先
■主催団体代表者職種
■出席確認方法

■研修会場
■参加費

オンライン研修の場合
当日の出席確認方法について記載が必要です



おわりに
◆ 看護師を対象とした研修
会を企画される場合は、
ぜひ日本糖尿病療養指
導士認定更新のための第
1群看護の研修会の単位
申請につなげていただけれ
ばと思います

◆ 日本糖尿病教育・看護学
会のホームページでは、認
定申請に関するＱ＆A も
掲載していますので、参考
にしてください
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